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１． はじめに  
 超過酷な環境下で，10 億を超える生物
が，太古の昔より生き続けている訳は，








これらの機能もまた DNA の働きによる． 
 このような生物の進化・適応システム，
即 ち 細 胞 機 能 に 基 づ く 情 報 処 理 シ ス テ
ムを工学へ応用しようとする考えは，も
う 1950 年代から知られているが，実用





２． 遺伝的アルゴリズム（GA）  
 図１は遺伝的アルゴリズム（ Genetic  
Algorithms:GA）の概念とその計算の流
れを示す．これに見るように， GA は生



































や 時 間 割 表 を 作 成 す る こ と に 利 用 し た
り，また専門の実際の構造物や機械など
の 多 く の 設 計 問 題 へ 利 用 し 大 き な 成 果
を得ている．  
 






ワ ー ク を 形 成 し て い る こ と が 分 か っ て
い る ． 人 間 の 脳 は こ の よ う な 脳 細 胞 が
100~200 億個あり，従ってそれらが創る







号 Xj には重み（結合係数）wj が掛かり，
し か も そ れ ら の 総 和 が そ の 脳 細 胞 自 身




脳 の 記 憶 や 推 論 な ど の 高 度 な 知 的 活 動
と関連していると言われている．  
 １ 個 の 脳 細 胞 の 情 報 モ デ ル は 以 上 の
ように比較的簡単なものであるが，これ








ーとして，NN 中のすべての重み wj を確
定すること，即ち学習機能があり，結果






ルギ関数 E を定義でき，NN 活動に伴い
E は減少するので，考えている問題の目
的関数が E にアナロジーできれば，その










２ ５ 年 度 プ レ ミ ア ム 石 川 ブ ラ ン ド 製 品
認定）．また相互結合型 NN を用いて，
構 造 物 の 位 相 最 適 設 計 問 題 も 解 い て い
る．  
 
４． おわりに  


































図３ NN のモデル  
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